
CT検査の医療被ばくについて

今回、疑われる怪我や病気の発見、治療
効果の確認には、放射線（X線）を使用した
CT検査が有用で、必要な検査です。

当院では、 医療放射線安全管理責任者、X線CT認定技師、肺がんCT検診認定技師を中心に、
被ばく管理を行っています。国内実態調査に基づいた線量最適化の概念（診断参考レベルといいま
す）を参考に定期的な線量評価を行い、過剰な被ばくにならないように最適化を図っています。
ご不明、ご心配な点は、再度ご相談ください。
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被ばくには、発がんなど健康に影響を及ぼす可能性があると言われていますが、
CT検査で受ける被ばくは非常に少なく、発がんのリスクがあるか明確にできないく
らい影響は小さいと考えられています。

参考:環境省ホームページ, 日本統合医療推奨協会より

頭部CT

1人あたりの自然放射線
年間約2.1mSv 日本平均

東京-ニューヨーク往復
（宇宙線の増加）

100mSvを超えた場合に, 発がん
など健康に影響を及ぼすリスクが
徐々に増えると言われています。
CT検査で100mSvを超えることは
ありません

眼水晶体混濁

一時脱毛不妊

造血系の機能低下

身の回りの
放射線被ばく

がん治療

高自然放射線地域の
大地からの年間線量
（イラン/ラムサール)胸～骨盤単純CT

胸～骨盤造影CT

胸部CT

自然放射線人工放射線

胸部検診CT


